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大
橋
地
区
の
鎮
座
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
神
社
は
、

松
戸
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三

匹
獅
子
舞
が
、毎
年
10
月
28
日
・
29
日
の
二
日
間
に
こ

の
境
内
を
会
場
と
し
て
勇
壮
な
笛
や
太
鼓
の
音
色
に

合
わ
せ
て
舞
い
な
が
ら
、厄
払
い
・
五
穀
豊
穣
を
願
っ

て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲陸軍工兵学校記念碑

明
治
21
年
（
１

8
8
8
年
）、当
時

松
戸
高
等
小
学
校

の
生
徒
で
あ
っ
た

松
戸
覚
之
助
が
分

家
の
ゴ
ミ
捨
て
場

で
種
子
か
ら
芽
を

出
し
て
い
る
苗
を

発
見
、こ
れ
を
育

て
ま
し
た
。
こ
れ
が
二
十
世
紀
梨
の
原
樹
で
し
た
。
最

初
は
「
青
梨
新
太
白
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、明
治

37
年（
1
9
0
4
年
）東
大
教
授
池
田
伴
親
氏
よ
り
、「
二

十
世
紀
の
品
種
に
な
る
だ
ろ
う
」
の
意
味
で
「
二
十
世

紀
梨
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

樹
は
、昭
和
10
年（
1
9
3
5
年
）に
当
時
の
文
部
省
よ

り
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、第
二
次
世
界

大
戦
中
に
空
襲
で
焼
け
、昭
和
22
年（
1
9
4
7
年
）に

は
枯
死
し
ま
し
た
が
、現
在
で
は
保
存
処
理
を
し
た
原

樹
の
欠
片
が
、松
戸
市
立
博
物
館
内
で
大
切
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

相
模
台
に
あ
る

こ
の
公
園
は
、
戦

国
時
代
の
天
文
7

年（
1
5
3
8
年
）

に
北
条
氏
と
里
見

氏
が
国
府
台
の
戦

い
で
合
戦
し
た
古

戦
場
、
松
戸
競
馬

場
（
現
在
の
中
山

競
馬
場
）・
陸
軍
工

兵
学
校
・
千
葉
大

学
と
幾
多
の
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
39
年
、千
葉
大
学
が
千
葉
市
へ
移
転
し
た
の
に
伴

い
そ
の
跡
地
の
一
部
分
が
こ
の
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、公
園
入
口
に
あ
る
煉
瓦
造
り
の
門
は
、か
つ
て

の
陸
軍
工
兵
学
校
時
代
に
正
門
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

〈 松戸中央公園 〉

〈 胡　神社 〉


